
災害対策用油圧ショベル分解組立訓練報告

四国地方整備局 四国技術事務所

四国技術事務所で保有する「災害対策用油圧ショベル （空輸対応：無線操縦式）」
を使って、ヘリコプターで吊り上げできる重さまで分解し、組み立てる訓練を行いました

訓練期間 平成２６年２月２７日（木）～３月６日（木）

訓練場所 分解訓練 ：近隣の整備工場
組立訓練 ：四国地方整備局 四国技術事務所 構内

災害対策用油圧ショベル
（分解組立：遠隔操縦式）

組立エリアに到着した油圧ショベルの各パーツ
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分解・組立手順説明パネル



訓練内容

①出庫 トレーラにて整備工場まで陸送

②分解 整備工場で分解作業（２日間）

四国技術事務所から整備工場まで、トレーラ
で陸送。
災害出動の場合は、四国技術事務所が締結

している防災協定企業に陸送を要請する。
（H25年度は、公募により13社と防災協定を

締結）

四国地方整備局と分解・組立の防災協
定を結ぶ整備工場で分解。
災害出動時は、ヘリポート近くに屋外で

も分解作業は可能

陸送

分解作業
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③陸送 分解した各パーツを１０トントラック６台で陸送（１日間）
（クローラクレーン及び治具等も同梱）

分解した各パーツは、災害現場近くの
仮ヘリポートに想定した四国技術事務所
屋外実験場まで１０トントラック６台で陸
送。
出動地域の状況により１０トントラックが、

進入できない場合は、4トントラックでの陸

送を考えている。

④空輸 大型クレーンで現地組立エリアに吊り下ろし

大型クレーンにより各パー
ツを現地組立エリアに設置。
災害時は、作業員を含め

て、ヘリにより空輸する。

油圧ショベル及びクローラレー
ン2台、治具等の設置

白線内が、現地組立エリア
（25m×25m）

組立エリアに設置

各パーツを陸送
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⑤組立

⑥復旧活動

自立分解型ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝの人力組立→分解型ｸﾛｰﾀｸﾚｰﾝ組立→油圧ショベル組立（３日間）

パワーユニット組立

ブーム組立
トラックシュー組立

遠隔操縦装置での操作が可能

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ組立

組立完了

下部旋回フレーム設置
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訓練期間中、３月５日に見学会を実施した。
見学会には、建設会社（主に防災協定の相手方）、リース会社、建設機械メーカー、コン

サルタント会社、他地整職員（北海道、中部、近畿）、四国地整職員等、総勢７８名が参加
した。

【見学会】

パネルと照明車カメラからの現地映像
により概要説明

組立状況の見学

見学会のマスコミ報道
ＮＨＫ日本放送協会 ３月5日夕方・夜のニュース
ＲＮＣ西日本放送 ３月5日夕方のニュース

ＫＳＢ瀬戸内海放送 ３月５日夕方のニュース
ＲＳＫ山陽放送 ３月５日夕方のニュース
建通新聞 ２月２５日朝刊

取材の状況
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